
 

 

標準服等検討部会では、標準服に引き続き、体操着等（Tシャツ・ハーフパンツ・ジャージ・

上靴・体育館シューズ・体育用帽子）の検討に入りました。標準服同様、「子どもが安心して学

べる服装・学習しやすい服装」を大切に協議していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２４日（火）、光風台小学校の１年生とひかり幼稚園の年長さん、年中さんが体育の合同

授業を行いました。今回で３回目ということもあり、「整列→あいさつ→準備運動」という流れ

がとてもスムーズでした。 

準備運動では、幼稚園で普段から行っている「昆虫太極拳」をしました。「ダンゴムシ！」「カ

マキリ！」と、リズムに合わせてポーズ！ 

今回は「投げる」運動と「引っ張る」運動をメインに取組みました。特に「投げる」運動では、

１人１つのボールを持ち、上に投げたり、的を狙って投げたり、強く投げたりと、様々な投げ方

にゲーム感覚で取組みました。「めっちゃ強く投げられた。」「取るのがむずかしかった。」と今日

の活動を振り返る声が聞こえてきました。 

   

 

 

 

前回の「豊能の風」でもお知らせしましたが、キャリア教育のさらなる推進をめざし、来年度

から町で様式を統一した「豊能町版 キャリア・パスポート」の導入がスタートします。 

現場の先生方のご意見をもとに、子どもたちが自分の将来に希望を持てるような中身になる

よう協議を重ね、作成しました。子どもたちが、自らの学びや育ちを振り返ったり、見通したり

しながら、自己の将来とのつながりを確認することができるよう活用を進めていきます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

保幼小中一貫教育だより ～豊かな自然と豊かな人材で豊かなこどもを育てる～ 
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子どもたちの安心・安全な生活のために

「キャリア・パスポート」とは、小学校から高等学校までのキャリア教育に関わる諸活動について、特別活動の

学級活動及びホームルーム活動を中心として、各教科等と往還し、自らの学習状況やキャリア形成を見通し

たり振り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己評価できるよう工夫されたポートフォリオのことである。 

 なお、その記述や自己評価の指導にあたっては、教師が対話的に関わり、児童生徒一人一人の目標修正

などの改善を支援し、個性を伸ばす指導へとつなげながら、学校、家庭及び地域における学びを自己のキャリ

ア形成に生かそうとする態度を養うよう努めなければならない。 

※文部科学省「キャリ・パスポート」例示資料等についてより 

令和 5年度に向けて ～「豊能町版キャリア・パスポート」完成～

キャリア・パスポート活用のイメージ 

光風台小学校・ひかり幼稚園 合同体育授業（３回目）

はじめのあいさつ。整列もばっちり。 昆虫太極拳、ポーズで止まる！ 的をねらって強く投げる 

第１０回標準服等検討部会の内容をお知らせします 

 日時： １月２０日（金）１５：３０～１６：５５  場所：光風台小学校 

 

【協議事項】 

①Tシャツ・ハーフパンツの着用学年について 

②ジャージの着用学年について 

③名前の刺繡について 

④上靴について 

⑤体育館シューズについて 

⑥赤白帽子・白帽子について 

【主な意見 ～一部抜粋～】 
・指定の方が、私服との区別がわかりやすい。 
・ジャージは、指定の方がよい。着用してよいものと
ふさわしくないものの判断がしにくい場合がある。 

・推奨品でも指定でもいいが、いつでも購入できる方
がいい。 

・指定でもいいが、値段が気になる。 
・買い替えや金銭面を考えると、１～４年生は推奨品
でよい。 


